
　　　工　事　概　要　書　　【令和7年度新砂三丁目護岸緊急補修工事】

令和 7 年 8 月
東京都　東京港管理事務所

みらい建設工業株式会社

1） 工 事 名 令和7年度新砂三丁目護岸緊急補修工事

2） 工 事 場 所 東京都江東区新砂三丁目地先

3） 工 事 期 間 令和7年5月上旬　から　令和7年9月下旬　（予定）

4） 施 工 時 間 8：00　～　17：00
（土曜日・日曜日・祝日の作業については原則行いません。）
※施工条件により変更する場合があります。

5） 工 事 概 要 施工延長　L=60m　　下記の工事を行い、護岸を補修します。

①調査工（外観目視・潜水調査等）・・・補修箇所の確認を行います。
（6/30,7/1実施）

出典：国土地理院ウェブサイト(https://maps.gsi.go.jp/)　　　

②補修工（鋼板溶接）・・・鋼矢板の貫通孔を塞ぎます。　※水中作業 地理院地図(https://maps.gsi.go.jp/)をもとにみらい建設工業株式会社作成　　　

（8/25～9/5実施予定）

③復旧工（陥没箇所埋戻し）・・・護岸背後地の陥没箇所を埋戻します。

6） 問い合わせ先 受注者
みらい建設工業株式会社　東京支店　新砂三丁目作業所
　　住　所　　：東京都江東区新木場2-3-1
　　電　話　　： 03-3522-7351
　　 F A X　　： 03-3522-7352

　現場代理人　：細尾　舞雪（080-8001-3655）

発注者
東京都　東京港管理事務所　臨海地域管理課
　　　電話　　： 03-5463-0232

　主任監督員　：鶴田　健太郎
　担当監督員　：平山　遼

※天候等により工程の進捗が異なる場合があります。

 日頃より東京港の事業にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。

新砂三丁目護岸は、高度経済成長期に建設されており、老朽化が進行していることがわ

かりました。

　このため本工事では、鋼矢板護岸の補修工事と埋戻工事を施工することとなりまし

た。工事期間中はご不便をおかけしますが、工事の安全と早期完了に努めますのでご理

解とご協力をよろしくお願い致します。
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8：00　～　17：00

①調査工（外観目視・潜水調査）・・・補修箇所の確認を行います。
（6/23～30のうち2日間実施予定）

②補修工（鋼板溶接）・・・鋼矢板の貫通孔を塞ぎます。

③復旧工（陥没箇所埋戻し）・・・護岸背後地の陥没箇所を埋戻します。

※陸上から入水する潜水士により、補修を行う。

　　大型通行船舶（バージ、ガット船）がある場合、潜水士は陸上に退避する。

　　小型船舶の場合、原則作業続行し、必要に応じて陸上退避を行う。

　　新砂水門工事と連携して、警戒船を３隻配置する。

　　（水門工事2隻、本工事1隻）
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